A Study on the Automobile Distribution just after World War II : Mainly on Movement of Automobile Manufacturers by 石川 和男
第 2次大戦直後の自動車流通（2）
―各自動車メーカーの動きを中心として―



















































































































車 輸 入 の 取 扱 業 者 は OAS（Overseas Automobile
Service：全国輸入自動車指定登録販売業者）に限定


































































































































































































































用車生産を開始した。また 48年 4月には， 1トン積
ボンネットタイプ SB型トラックの生産を開始した。
さらに同年 4月に 4人乗り 1000ccSC型乗用車 3台を



















































































































































































た。そして，富士産業は 50年 5月 31日に，企業再建






せ，47年 8月には 150人トレーラーバス第 1号を完
成させた。また，48年 12月 1日に日野産業は日野ヂ
ーゼル工業（以下「日野ヂーゼル」）と改称した。日






























































































































年 度 普通車生産台数 特 需 防衛庁
1949 18，373
1950 24，740 7，131 493















































































































































































































































































































日 産 トヨタ ヂーゼル
トラック 乗用車 トラック 乗用車 トラック 乗用車
1940 13，702 1，163 13，068 384 7，148 640
1941 17，953 1，586 15，502 121 7，768 479
1942 16，457 904 15，558 43 5，638 415
1943 10，096 456 9，796 66 5，082 0
1944 7，074 0 10，689 0 3，845 0




















































































































































図表3 1949 年 10 月末のディーラー数
メーカー トヨタ 日産 いすゞ 中日本 東日本 高速機関 合計
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の権限とされた），②指定持株会社・財閥家族から引き渡
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株会社解散後の清算の指導・監督，⑤財閥家族の会社役
員就任・留任に対する承認，⑥財閥系企業間の役員の兼
任の監視・制限，を担当した。
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